
主催 ： (社)大阪ニュークリアサイエンス協会 

日時 ： 2009年6月5日(金)  13:30 ～ 19:00 

場所 ： 住友クラブ（裏面参照） 

第１部参加費 ： 6,000円 但し、協会会員及びUV/EB会員 3,000円 

大学・公設研究機関 2,000 円、 

放射線科学研究会会員・学生 無料 
第２部参加費 ： 3,000 円 

 

ご  案  内 

第１部 講演会 13:30～ 
 
１．フラーレンおよびフラーレン複合材料の調製と光物性 

   岡山大学大学院 環境学研究科 准教授 高口 豊 

サッカーボール型分子として知られるフラーレン（C60）は光電子受容体として高い機能を有す
ることが知られている。本講演では、フラーレンおよびフラーレン誘導体の光物性を利用した材料
応用について述べる。特に，水分散性フラーレンウィスカーの調製をはじめとする材料の形態制御
と分散性の付与や、光誘起電子移動を利用する材料設計についての最新の研究について紹介する。 

 
２．マイクロ波光触媒法による新しい環境保全技術 

     東京理科大学 総合研究機構 講師 堀越 智 

光触媒(TiO2)は処理速度の問題から水処理への応用は進んでいない。この問題を解決するために
電子レンジや通信に利用されているマイクロ波を利用した。化学反応においてマイクロ波は迅速加
熱の手段とされているが、光触媒反応においてはマイクロ波独自の効果があることを示唆した。ま
た、マイクロ波のエネルギーで紫外線を発生されるマイクロ波励起無電極ランプを試作し、マイク
ロ波光触媒法に利用した。通常の光触媒反応を数十倍に促進させることに成功した。 

 
３．フッ素樹脂の放射線加工 

 大阪大学産業科学研究所 阪大複合機能ナノファウンダリ 特任研究員 大島 明博 

テフロンに代表されるフッ素樹脂は、放射線照射による分解する典型的な材料であるが、特殊条
件下で照射を行うことで、橋架け処理を行うことができる。本講演では、放射線橋架けによるフッ
素樹脂の改質とその応用について、実例を挙げて報告するとともに、最近の量子ビームを用いたフ
ッ素樹脂のマイクロ・ナノ加工についても紹介する。 

 
４．陽電子消滅法を利用した機能性高分子材料の評価 

 大阪大学大学院工学研究科 環境エネルギー工学専攻 教授 西嶋 茂宏 

陽電子消滅法は，陽電子・ポジトロニウムの寿命および消滅γ線の光電ピークの形状によって、
材料の空間構造および電子状態の評価を同時に行えるという特徴を持つ。これまで、極低温用エポ
キシ樹脂の選定基準、生体高分子の含水に伴う構造変化，大環状化合物の構造の解析、および固体
高分子電解質膜の劣化の機構の解明を行ってきた。これらの結果から、高分子材料の機能や性能の
発現を反映する情報が得られることが示されつつある。ここでは上記の解析事例について述べ、そ
の応用の可能性について議論する。 

 

第２部 技術交流会 17:30～  
 
 
 
 
 
 
 
 

  第4１回UV/EB 研究会  
ＯＮ
ＳＡ



第 41 回 UV/EB 研究会 平成 21 年 6 月 5 日（金）13:30～19：00 

研究会参加申し込み票 

（宛先）大阪市中央区北久宝寺町２丁目３ｰ６非破壊検査ビル５Ｆ 

（社）大阪ニュークリアサイエンス協会 

FAX：06-6262-6541, TEL：06-6262-6540, e-mail：  

 

＊お手数ですが、それぞれの出･欠、どちらかに○を付け､FAX でお申込み下さい。 

＊e-mail の可能な方はご連絡先にアドレスもお書き下さい。今後のご案内を差し上げます。 

＊お申込は準備の都合上なるべく早い目にお願いします。 

なお、交流会ご出席のお申込を頂き、後日キャンセルされる場合は研究会の３日前までにお

願いいたします。 
 

ご氏名 ご連絡先（所属） 講演会 技術交流会

  出 欠 出 欠 

  出 欠 出 欠 

  出 欠 出 欠 

    

 

 


